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1. はじめに 

近年、屋内、屋外にかかわらずミリ波帯が使用される用

途が増大している。例として、60GHz 帯の高速無線 LAN や

76GHz 帯、79GHz 帯での自動車衝突防止支援レーダがあ

る。また、次世代モバイル通信 5G ではミリ波帯に近い

28GHz 帯が使用される。 

しかし、現在ではまだ、ミリ波帯は主流ではなく、現在よく

使われている周波数帯とミリ波帯では、周波数が異なるた

め、電波伝搬特性に違いが出てくる。また、電波はどのよう

な環境下にあるのかによって電波の伝わり方が大きく変化

する。 

そのため、さまざまな環境下におけるミリ波帯の電波伝搬

特性の調査が重要になる。本研究では、電波伝搬解析ソフ

ト RapLab を使用して、屋内、屋外それぞれでの環境下に

おけるミリ波帯の電波伝搬特性を調査し比較する。 

2. 電波伝搬 

電波は周波数が高くなるほどエネルギーの減衰が大きく

なる。また、高い周波数では雨や雪、霧などによっても減衰

される。 

送信点から受信点に到達する電波は直接波、反射波、

回折波、透過波があり、それぞれ障害物の影響を受けなが

ら進む。これは障害物の材質によっても違ってくる。 

3. レイトレース法による解析 

本研究では、レイトレース法による電波伝搬解析ソフト

RapLab を使用した。RapLab を用いて以下の周波数でそれ

ぞれの用途を想定した状況下でのモデルを作成し、解析を

行った。 

・76GHz、79GHz → 自動車衝突防止支援レーダ 

・3.5GHz、28GHz → モバイル通信 

・2.4GHz、5GHz、60GHz → 屋内用無線 LAN 

作成したモデルは十字路、拓殖大学八王子キャンパス、拓

殖大学常光研究室の 3 つである。また、研究室のモデルで

は遮蔽物が何もない状況と机を設置した状況で解析した。 

4. 解析結果 

  拓殖大学八王子キャンパスのモデルでの解析の結果を

図 3 に示す。点線が 3.5GHz の時で実線が 28GHz の時の

それぞれの受信レベルでの Rx 数である。3.5GHz 時と比べ

て 28GHz の方が全体的に受信レベルが約 20dBm 低くなっ

ている。 

 
図 1 拓殖大学八王子キャンパス解析モデル 

  
(a)3.5GHz 時          (b)28GHz 時 

図 2 電界受信レベル解析結果 

 
図 3 解析結果グラフ 

5. 今後の課題 

 今回の解析を行った状況以外での解析を行う。実測を行

い解析結果と比較する。 
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